
本庄内科病院の歩み

昭和４５年 ・初代院長、本庄茂のもと
本庄内科医院（19床）と

して開業
昭和４７年 ・リハビリ室、給食室、病

室を増改築し、本庄内科
病 院（62床）に名称変更
・人間ドックを開始

昭和４９年 ・女子寮完成
平成元年 ・初代院長他界後、新院

長として本庄弘次が引き
継ぐ
・在宅医療、産業医、警察
協力医、高齢者施設委
託医も引き継ぐ

平成８年 ・訪問看護を開始
平成１２年 ・病院施設及び設備リニュ

ーアル
・療養型病床群(ショートス
テイ可能）完成
・デイケア開始

平成２９年 ・地域包括ケア病棟26床、
介護老人保健施設29床

平成３１年 ・介護老人保健施設を介
護医療院に転換

本庄内科病院院長

本庄弘次

開院当時の本庄内科医院

号外
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５０周年を迎えました

医療法人弘生会 本庄内科病院
介護医療院心ほか

父が本庄内科病院を
開業したのは、昭和
４５年の１２月でした。
私は小学校の５年生
で、開院式は病院の
駐車場にテントを張っ
て、寒い中料理を食べ
た記憶があります。平
成元年に私が病院を
引き継いで、昨年５０
周年を迎えることがで
きました。これもひとえ

に地域の皆様のご支援と歴代のスタッフや
大学の先生方のおかげかと存じます。最初
の職員は５名だったと記憶しますが、現在９
０名を超える大所帯となっており、地域包括
病棟と介護医療院のケアミックスの地方型
病院として、地域に密着して頑張っておりま
す。この春長女も医学部を卒業して熊本に
帰ってまいりました。親子助け合って今後も
さらに精進努力してまいりたいと存じます。
どうぞこれからも変わらぬご愛顧をお願い申
し上げます。


